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企
業
再
生
支
援
機
構
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
月
十
五
日
付
の
日
本
経
済
新
聞
一
面
に
、
「
ウ
ィ
ル
コ
ム
、
支
援
機
構
活
用
」
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
企

業
再
生
支
援
機
構
の
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と
、
「
事
前
相
談
の
段
階
で
、
相
談
の
事
実
が
外
部
に
も
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
」
と
あ
り
、
ま
た
、
行
動
規
範
と
し
て
「
機
構
の
全
役
職
員
は
、
そ
の
業
務
の
性
格
を
踏
ま
え
、
情
報
管

理
と
守
秘
義
務
を
徹
底
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
再
生
支
援
機
構
は
政
府
の
出
資
比
率
が
半
分
を
占
め
、
機
構
の
事
業
資
金
は
市
中
か
ら
政
府
保
証
付
き
で
借
り

入
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
調
達
す
る
の
で
、
そ
の
業
務
遂
行
に
よ
っ
て
は
国
民
の
財
産
に
損
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

日
本
経
済
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
情
報
源
は
企
業
再
生
支
援
機
構
の
役
職
員
で
あ
る
か
。

二

一
の
回
答
が
否
で
あ
る
場
合
も
し
く
は
分
か
ら
な
い
場
合
、
こ
の
情
報
を
漏
洩
し
た
者
に
対
し
て
法
的
手
段
を
含
め
て
、

何
ら
か
の
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

三

「
企
業
再
生
支
援
機
構
は
、
主
と
し
て
地
域
経
済
の
再
建
を
図
り
、
併
せ
て
こ
れ
に
よ
り
地
域
の
信
用
秩
序
の
基
盤
強
化

に
も
資
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
（
企
業
再
生
支
援
機
構
Ｈ
Ｐ
）
。
よ
っ
て
機
構
の
支
援
対
象
は
、
中
堅
・
中
小
企

一



業
が
中
心
と
な
る
が
、
日
本
航
空
に
続
い
て
ウ
ィ
ル
コ
ム
の
支
援
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
中
堅
・
中
小
企
業
を

支
援
す
る
余
裕
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

四

企
業
再
生
支
援
機
構
は
、
現
時
点
に
お
い
て
日
本
航
空
の
支
援
を
決
定
し
て
い
る
。
二
件
目
の
案
件
と
し
て
ウ
ィ
ル
コ
ム

が
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
航
空
の
新
会
長
に
就
任
し
た
稲
盛
和
夫
氏
は
、
ウ
ィ
ル
コ
ム
の
取
締
役
最
高
顧
問
で
も
あ
っ

た
の
で
、
二
件
と
も
関
与
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
対
象
選
択
は
恣
意
的
で
は
な
い
か
。
具
体
的
な
支
援
決
定
基
準
に
つ
い
て
問
う
。

右
質
問
す
る
。

二


